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盂蘭盆会法要 

秋季彼岸法要 

報 恩 講 

8月 15日（火）15時 

9月 21日（木）14時 

11月 9日（木）14時 

春秋彼岸・盂蘭盆会について 

お寺の本堂では、参詣された皆さまと

法要をご一緒にお勤めしています。 

ご参詣のご都合がつかず、御布施を現

金書留や銀行振り込みにてお送りくだ

さる方は、亡き故人さまの法名、俗名

をお知らせください。 

振込先は 

ゆうちょ銀行 宗教法人 道誠寺 

店名 〇五八 ゼロゴハチ 

普通預金 ５１２９２１９ 

ご自宅や本堂での戸別の参勤も承って

いますので、ご依頼ください。 

俗
名 

□
□ 

□
□ 

法
名 

釋
尼
□
□ 

俗
名 

〇
〇 

〇
〇 

法
名 

釋
〇
〇 

 

道誠寺 行事日程表 
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行事報告 

その他、同朋会などの定例行事のご案内や様子などは、

ホームページでお知らせしていますので、ご覧ください。 

初（新）盆や毎年のお盆参りについて 

三つの方法があります。①お寺で個別で希望の時間に勤める

②お寺の合同法要に参詣する ③ご自宅で希望の時間に勤める 

 ↖↑ わだちでブッダ（2・3月） 
新松戸イタリアンレストランでの法話会 

← 花まつり （4月） 

 お釈迦さまの誕生日を祝い、子どもたちが甘

茶をかけてお参りしました 

↓ 親鸞教室 （4月勝善寺・5月道誠寺） 

百々海真先生より「聞法の姿勢」のテーマ

でご法話を聴聞しました。 
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お
内
仏
（
お
仏
壇
）
の
中
心
に

ご
本
尊
「
阿
弥
陀
如
来
」
を
ご

安
置
く
だ
さ
い
。 

ご
本
山
（
真
宗
本
廟
・
東
本

願
寺
）
か
ら
お
受
け
し
ま
す
の

で
、
お
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

回忌 命終された年 

1周忌 2022年(令和 4年) 

3回忌 2021年(令和 3年) 

7回忌 2017年(平成 29年) 

13回忌 2011年(平成 23年) 

17回忌 2007年(平成 19年) 

23回忌 2001年(平成 13年) 

27回忌 1997年(平成 9年) 

33回忌 1991年(平成 3年) 

50回忌 1974年(昭和 49年) 

 

○通夜・葬儀について 

段取りやわからないことなどがあれば、お寺までご相談ください。お布

施については随意です。無理のない範囲で精一杯お包みください。

（ただし、院号法名や東本願寺・真宗本廟に収骨をご希望の方は、

ご本山に相続講金をお納めしますので、ご相談ください）  

○年忌法要 

（ご法事）について 

本堂、ご自宅のお内仏

前、（墓前）でお勤めし

ます。 

日程や場所がお決まり

になられたら、お寺へご

連絡ください。 

℡ 047-337-5305 

令和 5年（2023年）度の年回忌案内 
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宝
華
千
万
種 

弥
覆
池
流
泉 

微
風
動
華
葉 

交
錯
光
乱
転 

 

『浄
土
論
』 

【意
訳
】千
万
の
華
は 

池
の
水
際
を
覆
い 

微
風
、
吹
き
渡
れ
ば 
光
は
華
と
入
り
乱
る 

自
分
の
思
い
を
中
心
に
し
て
生
き
る
私
た
ち
人
間
で

あ
る
か
ら
、
環
境
と
人
間
と
の
関
係
は
利
用
関
係
に
あ

る
。
そ
の
た
め
、
様
々
な
公
害
が
生
ま
れ
、
環
境
汚
染
に

つ
な
が
っ
て
、
地
球
環
境
が
も
っ
て
い
る
命
を
育
む
愛
が

人
間
の
手
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
て
い
る
。 

右
の
言
葉
は
、
天
親
菩
薩
の
『
浄
土
論
』
と
い
う
偈
文

の
言
葉
で
、
そ
の
環
境
の
代
表
の
一
つ
と
し
て
、
阿
弥
陀

仏
の
願
心
に
よ
っ
て
荘
厳
さ
れ
た
浄
土
の
「
水
」
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ら
れ
、
光
と
色
に
満
ち
、
い
の
ち
の
輝
き
に
あ

ふ
れ
た
世
界
が
見
事
に
詠
わ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。 

私
た
ち
が
生
き
る
上
で
、
一
日
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
非
常
に
大
事
な
水
は
、
時
に
は
大
波
に
な
っ
て

人
々
を
驚
か
せ
た
り
、
流
氷
と
な
っ
て
人
々
を
脅
か
し

た
り
、
非
常
に
困
ら
せ
る
一
面
を
も
っ
て
い
る
。 

け
れ
ど
も
、
浄
土
に
荘
厳
さ
れ
る
水
の
功
徳
は
、

人
々
の
生
活
と
水
は
相
い
称
い
、
仏
道
は
自
分
の
外
側
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
わ
が
身
自
身
の
中
に
あ
る
こ
と
を
知

ら
せ
、
仏
・
法
・
僧
の
声
が
、
ど
こ
ま
で
も
わ
が
身
に
響
か

せ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
水
が
私
た
ち
に
「
仏
事
を
為
す
」

と
、
曇
鸞
大
師
は
『
浄
土
論
註
』
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

曇
鸞
大
師
は
、
こ
の
偈
文
を
繰

り
返
し
口
に
頌
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
見

え
て
き
た
穢
土
の
相
を
あ
き
ら
か

に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
私
た
ち

の
現
実
生
活
を
見
そ
な
わ
し
た

菩
薩
の
大
悲
の
心
が
、
そ
の
浄
土

の
荘
厳
の
背
景
に
あ
る
と
と
ら
え

ら
れ
て
い
る
。 

教
え
の
言
葉
に
学
ぼ
う 
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あ
と
が
き 

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け

を
「
五
類
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く

は
ご
葬
儀
や
ご
法
事
な
ど
の
仏
事
や
、
お
寺
の
行
事

は
、
感
染
症
対
策
の
も
と
執
り
行
い
、
読
経
中
も
マ
ス

ク
着
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

▼
一
月
に
は
真
宗
会

館
の
報
恩
講
へ
有
志

の
ご
門
徒
さ
ん
た
ち

で
参
詣
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
は

継
続
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
仏
事
に
つ
い
て

徐
々
に
コ
ロ
ナ
以
前
の

形
式
に
戻
っ
て
き
て
い

ま
す
。 

▼
道
誠
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
り
、
以
前
は

な
か
っ
た
「
お
問
い
合
わ
せ
」
の
項
目
を
新
設
し
ま
し

た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
お
問
い
合
わ
せ
が
少
し
ず
つ

増
え
て
お
り
ま
す
。
急
を
要
す
る
場
合
は
、
お
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（釋
光
生
） 

「道誠寺」を検索し 

トップページ右上 

「お問い合わせ」を

クリックください 

「お問い合わせ」では、 

名前やメールアドレスを 

お書きください 
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真宗大谷派 道誠寺 

〒272-0804 

千葉県市川市南大野 

1‐26‐31 

TEL：047‐337‐5305 

URL： 

https://dojyoji.com 

メールアドレス 

ichikawadojoji 

@gmail.com 

住  職  釋光生 

副住職  釋潤生 

前住職  釋慈敬 
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